
規

則

福
島
県
緊
急
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
猪

苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、

福
島
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
、

福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
、
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
一
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
十
号

福
島
県
緊
急
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
緊
急
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
九
年
福
島
県
規
則
第
七
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中｢235,000円

｣

を｢150,000円
｣

に
改
め
る
。

｢
１
条
例
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
後
期
研

た
期
間
が
､
貸
与
の
種
類
に
応
じ
て
条
例
第

１
号
又
は
第
２
号
に
規
定
す
る
期
間
に
達
し

２
業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し
､
又
は
業

心
身
の
故
障
の
た
め
業
務
を
継
続
す
る
こ
と

た
た
め
(条
例
第
６
条
第
１
項
第
３
号
に
該

様
式
第
六
号
中

該
当

事
項

３
条
例
第
７
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
５
号

至
っ
た
こ
と
に
よ
り
､
同
項
の
規
定
に
よ
る

と
と
な
っ
た
た
め
(条
例
第
８
条
第
１
号
に

４
死
亡
又
は
心
身
の
故
障
そ
の
他
や
む
を
得

り
貸
与
を
受
け
た
修
学
資
金
を
返
還
す
る
こ

な
っ
た
た
め
(条
例
第
８
条
第
２
号
に
該
当

｢
１
条
例
第
６
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定

事
期
間
が
､
貸
与
の
種
類
に
応
じ
て
同

修
等
に
従
事
し

に
規
定
す
る
期
間
に
達
し
た
た
め

６
条
第
１
項
第

２
条
例
第
６
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定

た
た
め

事
期
間
が
､
貸
与
の
種
類
に
応
じ
て
同

務
に
起
因
す
る

に
規
定
す
る
期
間
に
達
し
た
た
め

が
で
き
な
く
な
っ

３
業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し
､
又

当
)

を

該
当

事
項

心
身
の
故
障
の
た
め
業
務
を
継
続
す
る

に
該
当
す
る
に

た
た
め
(条
例
第
６
条
第
１
項
第
５
号

返
還
を
す
る
こ

４
条
例
第
７
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第

該
当
)

至
っ
た
こ
と
に
よ
り
､
同
項
の
規
定
に

な
い
事
由
に
よ

と
と
な
っ
た
た
め
(条
例
第
８
条
第
１

と
が
で
き
な
く

５
死
亡
又
は
心
身
の
故
障
そ
の
他
や
む

)
り
貸
与
を
受
け
た
修
学
資
金
を
返
還
す

｣
な
っ
た
た
め
(条
例
第
８
条
第
２
号
に

す
る
臨
床
研
修
等
従
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
緊
急
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

一

○
福
島
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群

の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

三

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴
う
関

係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

三

○
福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

三

○
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
立
図
書
館
協
議
会
規
程
を
廃
止

す
る
件

五

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

五



号
又
は
同
項
第
３
号

す
る
医
師
勤
務
等
従

号
又
は
同
項
第
４
号

は
業
務
に
起
因
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

に
、｢２

か
ら
４
｣

を｢３
か
ら
５
｣

に
改
め
る
。

に
該
当
)

５
号
に
該
当
す
る
に

よ
る
返
還
を
す
る
こ

号
に
該
当
)

を
得
な
い
事
由
に
よ

る
こ
と
が
で
き
な
く

該
当
)

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

私
学
・
法
人
課)

福
島
県
規
則
第
十
一
号

福
島
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
登
録
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

平
成
二
十
三
年
福

島
県
規
則
第
八
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

様
式
第
一
号
中｢取

締
役
｣

の
次
に｢､

理
事
｣

を
加
え
る
。

様
式
第
二
号
中｢第

４
号
ま
で
｣

の
次
に｢又

は
第
６
号
｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

一
般
廃
棄
物
課)

福
島
県
規
則
第
十
二
号

福
島
県
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
群
の
水
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
四
年

福
島
県
規
則
第
百
四
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

第
八
条
中｢

及
び
そ
の
結
果
の
記
録｣

を｢

、
そ
の
結
果
の
記
録
及
び
そ
の
記
録
の
保
存｣

に
改
め
、

同
条
第
一
号
中｢

事
項
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
事
業
場
排
水
基
準
又
は
湖
沼
排
水
指
定
事
業
場
排
水
基

準
の
検
定
方
法
に
よ
り｣

を｢

事
項
の
う
ち
、
様
式
第
一
号
別
紙
四
に
よ
り
届
け
出
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
年
に
一
回
以
上｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

記
録
し
、
そ
の
記
録
を
三
年
間
保
存
す
る
こ
と｣

を｢

記
録
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
計
量
法(

平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号)

第
百
七
条
の
登
録
を
受
け

た
者
か
ら
様
式
第
五
号
の
採
水
者
、
分
析
者
及
び
測
定
項
目
の
欄
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
証
明

す
る
旨
を
記
載
し
た
同
法
第
百
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
証
明
書(

計
量
法
第
百
七
条
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
当
該
証
明
書
に
相
当
す
る
書
面
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

が
提
出

さ
れ
た
場
合(

同
法
第
百
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
者
か
ら
当
該
証
明
書
に
相
当
す
る
書
面
が
提
出

さ
れ
た
場
合
を
含
む
。)

に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項
の
水
質
測
定
記
録
表
へ
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

前
号
の
測
定
は
、
当
該
特
定
事
業
場
排
水
基
準
又
は
湖
沼
排
水
指
定
事
業
場
排
水
基
準
の
排
水

基
準
を
定
め
る
省
令(

昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
三
十
五
号)

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
検
定
の

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

三

測
定
の
た
め
の
試
料
は
、
測
定
し
よ
う
と
す
る
特
定
事
業
場
排
出
水
又
は
湖
沼
指
定
事
業
場
排

出
水
の
汚
染
状
態
が
最
も
悪
い
と
推
定
さ
れ
る
時
期
及
び
時
刻
に
採
取
す
る
こ
と
。

第
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

前
号
の
測
定
の
結
果
の
記
録
は
、
当
該
測
定
に
伴
い
作
成
し
た
チ
ャ
ー
ト
そ
の
他
の
資
料
又
は

前
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
証
明
書
と
と
も
に
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中｢

窒
素
除
去
型
浄
化
槽｣

を｢

窒
素
り
ん
除
去
型
浄
化
槽｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中｢

窒
素
除
去
型
浄
化
槽｣

を｢

窒
素
り
ん
除
去
型
浄
化
槽｣

に
改
め
、
同
条

中｢

窒
素｣

を｢

窒
素
及
び
り
ん｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

放
流
す
る
水
の
窒
素
含
有
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
放

流
す
る
水
の
り
ん
含
有
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
し
尿
処
理
浄
化
槽

で
あ
っ
て
、
屎し

尿
浄
化
槽
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
の
構
造
方
法
を
定
め
る
件(

昭
和
五
十
五
年
建

設
省
告
示
第
千
二
百
九
十
二
号)

第
十
一
に
定
め
る
構
造
方
法
と
し
た
も
の

第
十
八
条
第
一
号
ウ
�
一
七

中｢

第
二
条
第
一
項
第
十
四
号｣

を｢

第
二
条
第
一
項
第
十
六
号｣

に
改
め
、

同
号
ウ
�
二
五

中｢

第
五
十
七
条
第
一
項｣

を｢

第
九
十
二
条
第
一
項｣

に
、｢

第
六
十
九
条
第
一
項｣

を

｢

第
百
九
条
第
一
項｣

に
、｢

第
七
十
条
第
一
項｣

を｢

第
百
十
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
四
号

エ
中｢

第
五
十
七
条
第
一
項｣

を｢

第
九
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
五
号
イ
中｢

ゆ
う
出
さ

せ
る｣

を｢

湧
出
さ
せ
る｣

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
公
的
機
関)

第
十
八
条
の
二

条
例
第
四
十
条
第
五
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

二

地
方
共
同
法
人
日
本
下
水
道
事
業
団

三

福
島
県
道
路
公
社

四

財
団
法
人
福
島
県
農
業
振
興
公
社

五

社
団
法
人
福
島
県
林
業
公
社

六

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号)

第
十
条
第
一
項
の
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規
定
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
土
地
開
発
公
社

第
二
十
条
第
一
号
ア
中｢

給
餌じ

台｣

を｢

給
餌
台｣

に
改
め
、
同
号
エ
中｢

こ
う
配｣

を｢

勾
配｣

に
改
め
、
同
号
オ
中｢

防
護
さ
く｣

を｢

防
護
柵｣

に
改
め
、
同
号
サ
中｢

第
八
十
六
条
第
三
項｣

を

｢
第
百
四
十
一
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
ソ
中｢

灯
ろ
う｣

を｢

灯
籠｣

に
改
め
、
同
条
第
六
号
カ

中｢

第
五
十
七
条
第
一
項｣

を｢

第
九
十
二
条
第
一
項｣

に
、｢

第
六
十
九
条
第
一
項｣

を｢

第
百
九

条
第
一
項｣
に
、｢

第
七
十
条
第
一
項｣

を｢

第
百
十
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
キ
中｢)

第
四
条

第
六
項｣

を｢)
第
五
条
第
六
項｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
３
中｢猪

苗
代
町
農
業
集
落
排
水
施
設
設
置
条
例
｣

を｢猪
苗
代
町
農
業
集
落
排
水
施
設

条
例
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
改
正
規
定
は
平
成

二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
四
条
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
の
次
に
一
条

を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
十
条
の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
三
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

水
・
大
気
環
境
課)

福
島
県
規
則
第
十
三
号

福
島
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則(

平
成
十
八
年
福
島
県
規
則
第
百
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中｢

福
島
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
基
準
を
定
め
る
条
例｣
を｢

福
島
県
認
定
こ
ど
も
園

の
要
件
を
定
め
る
条
例｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
号
中｢

法
第
三
条
第
一
項
第
一
号｣

を｢

条
例
別
表
の
一｣
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢

法
第
三
条
第
一
項
第
二
号｣

を｢

条
例
別
表
の
一｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中｢
法
第
三
条
第
二
項

第
一
号
ロ｣

を｢

条
例
別
表
の
一｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
中｢

認
定
の
基
準｣

を｢

要
件｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

省
令
第
七
条
第
三
号
の
知
事
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

教
育
及
び
保
育
の
目
標
及
び
主
な
内
容

二

子
ど
も
の
一
日
の
活
動
の
内
容

三

利
用
料

様
式
第
一
号
備
考
２
�
及
び
様
式
第
四
号
中｢福

島
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
基
準
を
定
め
る
条

例
｣

を｢福
島
県
認
定
こ
ど
も
園
の
要
件
を
定
め
る
条
例
｣

に
、｢認

定
の
基
準
に
｣

を｢要
件
に
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

子
育
て
支
援
課)

福
島
県
規
則
第
十
四
号

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

(

福
島
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

福
島
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則(

平
成
六
年
福
島
県
規
則
第
五
十
五

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
表
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
項
第
六
号
中｢

第
五
条
第
十
三
項｣

を｢

第
五
条

第
十
二
項｣

に
、｢

同
条
第
十
四
項｣

を｢

同
条
第
十
三
項｣

に
改
め
、
同
項
中
第
七
号
及
び
第
八

号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
七
号
と
し
、
第
十
号
を
第
八
号
と
す
る
。

(

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則(

平
成
七
年
福
島
県
規
則
第
五
十
二
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中｢す

べ
て
｣

を｢全
て
｣

に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
表
１
の
項
�
中｢同

条
第
14項
｣

を｢同
条
第
13項
｣

に
、｢同

条
第
15項
｣

を｢同
条
第
14項
｣

に
、｢同

条
第
16項
｣

を｢同
条

第
15項
｣

に
、｢同

条
第
13項
｣

を｢同
条
第
12項
｣

に
、｢､

同
条
第
23項
｣

を｢及
び
同
条
第

27項
｣

に
改
め
、｢､

同
法
附
則
第
41条
第
１
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
正
援
護
施
設
､
同
法

附
則
第
48条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
及
び
同
法
附
則
第
58条
第
１
項
に
規
定
す
る

知
的
障
害
者
援
護
施
設
｣

を
削
る
。

別
表
第
二
の
第
一
の
表
10
の
項
中｢

(障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
48条
に
規
定
す
る
精
神
障
害

者
社
会
復
帰
施
設
及
び
同
法
附
則
第
58条
第
１
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
除
く
｡
)
｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

障
害
福
祉
課)

福
島
県
規
則
第
十
五
号

福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則(

昭
和
四
十
二
年
福
島
県
規
則
第
三
十
八
号)

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

障
害
福
祉
課)

福
島
県
規
則
第
十
六
号

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則(

平
成
四
年
福
島
県
規
則
第
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
二
の
３
の
表
中
�
を
削
り
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と

し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
同
表
	
中｢

エ
ッ
ク
ス
線
応
力
測
定
装
置｣

の
下

に｢
(

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ)

｣

を
加
え
、｢

六
、
四
二
〇
円｣

を｢

六
、
〇
二
〇
円｣

に
改
め
、
同

表
	
を
同
表
�
と
し
、
同
表
中


を
	
と
し
、
�
を


と
し
、
�
を
�
と
し
、

を
�
と
し
、
�
を
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と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、

�
を
�
と
し
、
	
を
�
と
し
、


を
	
と
し
、
�
を
削
り
、
�
を


と
し
、

を
�
と
し
、
�
を
�
と

し
、
�
を

と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�

を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
削
り
、

�
を
�
と
し
、
�
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�

走
査
型
電
子
顕
微
鏡(

Ｓ
│
３
７
０
０
Ｎ)

一
時
間

七
、
八
六
〇
円

別
表
第
二
の
二
の
３
の
表
中
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
�
を
�
と
し
、
 
を
�
と
し
、
!
を
�

と
し
、
"
を
 
と
し
、
#
を
!
と
し
、
$
を
"
と
し
、
%
を
#
と
し
、
&
を
$
と
し
、
'
を
%
と
し
、

(
を
&
と
し
、
)
を
'
と
し
、
*
を
(
と
し
、
+
を
)
と
し
、
,
を
*
と
し
、
-
を
+
と
し
、
.
を
,

と
し
、
/
を
-
と
し
、
0
を
.
と
し
、
1
を
/
と
し
、
2
を
0
と
し
、
3
を
1
と
し
、
4
を
2
と
し
、

5
を
3
と
し
、
6
を
4
と
し
、
7
を
5
と
し
、
別
表
第
二
の
二
の
４
の
表
8
を
同
表
9
と
し
、
同
表
:

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

8

熱
衝
撃
試
験
機(

Ｔ
Ｓ
Ａ
│
７
２
Ｅ
Ｌ)

一
時
間

一
、
三
八
〇
円

別
表
第
三
の
二
の
７
の
表
中
カ
を
削
り
、
キ
を
カ
と
し
、
ク
を
キ
と
し
、
別
表
第
三
の
五
の
３
の
表

カ
を
同
表
キ
と
し
、
同
表
オ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

カ

走
査
型
プ

一

試

料

七
、
二
七
〇
円

ロ
ー
ブ
顕
微

鏡
観
察

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
産
業
創
出
課)

福
島
県
規
則
第
十
七
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則(

平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

障
害
の
程
度)

第
二
条
の
二

条
例
第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
障
害

の
種
類
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

身
体
障
害

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則(

昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号)

別
表
第

五
号
の
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
程
度

二

精
神
障
害(

知
的
障
害
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
施
行
令(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五
十
五
号)

第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る

一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
程
度

三

知
的
障
害

前
号
に
規
定
す
る
精
神
障
害
の
程
度
に
相
当
す
る
程
度

２

条
例
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
は
、
恩
給
法(

大
正
十
二
年
法
律
第
四
十

八
号)

別
表
第
一
号
表
ノ
二
の
特
別
項
症
か
ら
第
六
項
症
ま
で
又
は
同
法
別
表
第
一
号
表
ノ
三
の
第

一
款
症
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中｢

第
六
条
各
号
に
規
定
す
る｣

を｢

第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る｣

に

改
め
、
同
条
第
三
項
第
八
号
中｢

公
営
住
宅
法
施
行
令(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
。
以
下

｢

政
令｣

と
い
う
。)

第
六
条
第
一
項
各
号｣

を｢

条
例
第
五
条
第
二
項
各
号｣

に
改
め
、
同
項
第
九

号
中｢

第
五
条
第
一
項
第
二
号｣

を｢

第
五
条
第
一
項
第
三
号｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
号
中｢

す
べ
て｣

を｢

全
て｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中｢

(

昭
和
二
十
五
年
厚
生

省
令
第
十
五
号)

｣

を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

二
十
歳
未
満
の
子
を
扶
養
す
る
配
偶
者
の
な
い
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア

配
偶
者(

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

と
死
別
し
た
者
で
あ
っ
て
、
現
に
婚
姻(

婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。)

を
し
て
い
な
い
も
の

イ

離
婚
し
た
者
で
あ
っ
て
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の(

ア
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
に

限
る
。)

ウ

配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
者(

ア
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
に
限
る
。)

エ

配
偶
者
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
者(

ア
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
に
限
る
。)

オ

配
偶
者
が
海
外
に
あ
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者(

ア
に
該
当
す
る
者

に
準
ず
る
者
に
限
る
。)

カ

配
偶
者
が
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
者

キ

配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
者(

イ
か
ら
カ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
に
限
る
。)

ク

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
母
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の(

イ
か

ら
カ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
に
限
る
。)

第
八
条
第
一
項
中｢

政
令｣

を｢

公
営
住
宅
法
施
行
令(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号)

｣

に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
中｢

女
子｣

を｢

者｣

に
改
め
る
。

｢
別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
梅
ケ
丘
団
地
の
項
中

一
号
棟
か
ら
七
号
棟
ま
で

〇

｢

一
号
棟
か
ら
六
号
棟
ま
で

〇
・
八
一

・
八
一

を

に
改
め
、
同
表
福
島
県
営

｣
七
号
棟

〇
・
八
五

｣
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福
島
県
公
安
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会

高
坂
団
地
の
項
中｢

一
号
棟｣

の
下
に｢

、
二
号
棟｣

を
加
え
、｢

二
号
棟｣

を｢

三
号
棟｣

に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

建
築
住
宅
課)

福
島
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

福
島
県
立
図
書
館
協
議
会
規
程(
平
成
十
四
年
福
島
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号)

は
、
平
成
二
十

四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
一
日

福
島
県
教
育
委
員
会

(

社
会
教
育
課)

福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
24年
３
月
21日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
高
瀬

淳
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
道
路
交
通
規
則
(昭
和
35年
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
14号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
｡

第
５
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
１
項
中
｢高
速
自
動
車
国
道
｣
を
｢高
速
自
動
車
国
道
等
｣
に
改
め

る
｡第
11条
第
10号
中
｢又
は
原
動
機
付
自
転
車
｣
の
次
に
｢
(内
閣
府
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第

２
条
第
３
項
に
規
定
す
る
告
示
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
に
つ
い
て

定
め
る
件
(平
成
23年
内
閣
府
告
示
第
12号
)
別
表
の
搭
乗
型
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
公
道
実
証
実
験

事
業
に
お
い
て
公
道
で
使
用
さ
れ
る
搭
乗
型
移
動
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
も
の
を
除
く
｡
)
｣
を
加
え

る
｡第
13条
第
９
号
中
｢の
歩
行
又
は
移
動
を
伴
う
｣
を
｢､
移
動
に
用
い
る
用
具
等
の
｣
に
改
め
る
｡

第
29条
の
２
の
見
出
し
を
｢
(申
請
用
写
真
の
添
付
の
省
略
)
｣
に
改
め
る
｡

第
30条
の
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

(運
転
経
歴
証
明
書
)

第
30条
の
３
施
行
規
則
第
30条
の
10第
１
項
の
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
は
､
様
式
第
19号
の

８
の
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
と
す
る
｡

２
施
行
規
則
第
30条
の
10第
２
項
の
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
､
福
島
県
福
島
警
察
署
長
､

福
島
県
福
島
北
警
察
署
長
､
福
島
県
郡
山
警
察
署
長
又
は
福
島
県
郡
山
北
警
察
署
長
を
経
由
し
て
運

転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
場
合
(福
島
県
公
安
委
員
会
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
福
島

県
福
島
警
察
署
長
､
福
島
県
福
島
北
警
察
署
長
又
は
福
島
県
郡
山
北
警
察
署
長
を
経
由
し
て
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
場
合
を
除
く
｡
)
以
外
の
場
合
と
す
る
｡

３
施
行
規
則
第
30条
の
12第
２
項
の
届
出
書
は
､
様
式
第
19号
の
９
の
運
転
経
歴
証
明
書
記
載
事
項

変
更
届
と
す
る
｡

４
施
行
規
則
第
30条
の
13第
１
項
の
運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書
は
､
様
式
第
19号
の
10の
運

転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書
と
す
る
｡

５
施
行
規
則
第
30条
の
14の
規
定
に
よ
り
運
転
経
歴
証
明
書
を
返
納
す
る
者
は
､
運
転
経
歴
証
明
書

に
様
式
第
19号
の
11の
運
転
経
歴
証
明
書
返
納
届
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
35条
第
２
項
第
１
号
中
｢
(住
民
基
本
台
帳
法
(昭
和
42年
法
律
第
81号
)
の
適
用
を
受
け
な
い

者
で
あ
る
と
き
は
､
外
国
人
登
録
法
(昭
和
27年

法
律
第
125号

)
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
登
録

証
明
書
の
写
し
)
｣
を
削
る
｡

｢
い
わ
き
市
勿
来
町
酒
井
地
内
(茨
城
県
境

別
表
第
３
高
速
自
動
車
国
道
常
磐
自
動
車
道
の
項
中

上
手
岡
地
内
(常
磐
富
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

｢
い
わ
き
市
勿
来
町
酒
井
地
内
(茨
城
県
境
)
か
ら
双
葉
郡
富

上
手
岡
地
内
(常
磐
富
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
口
)
ま
で

)
か
ら
双
葉
郡
富
岡
町
大
字

を
ン
ジ
出
口
)
ま
で

南
相
馬
市
原
町
区
信
田
沢
字
上
信
田
69番
か
ら
相
馬
市
粟
津

｣
78番
１
ま
で

岡
町
大
字

に
改
め
､
同
表
県
道
矢
吹
小
野
線
の
項
中
｢石
川
郡
玉
川
村
大
字
蒜
生
字
恵
平
110番

１
字
愛
ノ
沢

｣
｢
石
川
郡
玉
川

字
南
畷
67番

地
先
ま
で
｣
を
｢田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
馬
番
８
番
９
地
先
ま
で
｣
に
､

石
川
郡
平
田

町
大
字
小
野
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運転経歴証明書 変更事項

運
転
経
歴
証
明
書
記
載
事
項
変
更
届

年
月

日
福
島
県
公
安
委
員
会

氏
名

届
出
者
性
別
男
・
女

連
絡
先
電
話
番
号

(
)

住
所

氏
名

ふ
り
が
な

福
島
県

(氏
)

(名
)

申請

運
転
経
歴
証
明
書
再
交
付
申
請
書

年
月

日
福
島
県
公
安
委
員
会

番
号

住
所

生
年
月
日

氏
名

運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し
が
不
鮮
明
な
箇
所
(写
し
を
貼
る
こ
と
で
き
な
い
場
合
は
全
て
の

箇
所
)
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

運転経歴証明書の写しの貼付欄 事項

住
所

生
年
月
日

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所

福
島
県

大
正
・
昭
和
・
平
成

年
月

日

(氏
)

福
島
県

(名
)

男女 性
別

写
真

村
大
字
蒜
生
字
恵
平
110番

１
地
先
か
ら
同
村
大
字
小
高

｢
１
地
先
ま
で

石
川
郡
玉
川
村
大
字
蒜
生
字
恵

を
字
南
畷
67番
１
地
先
ま
で

村
大
字
上
�
田
字
古
屋
敷
85番
１
地
先
か
ら
田
村
郡
小
野

新
町
字
馬
番
８
番
９
地
先
ま
で

｣

平
110番

１
地
先
か
ら
同
村
大
字
小
高

に
改
め
､
同
表
県
道
矢
吹
小
野
線
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

｣
に
加
え
る
｡

県
道
郡
山
長
沼
線

郡
山
市
安
積
町
荒
井
字
大
池
下
20番
地
先
か
ら
同
市
三
穂
田
町
川
田
一

丁
目
38番
２
地
先
ま
で

別
表
第
３
市
道
(郡
山
市
)
笹
川
多
田
野
線
の
項
中
｢同
市
安
積
一
丁
目
173番

１
地
先
｣
を
｢同

市
安
積
町
荒
井
字
大
池
下
20番
地
先
｣
に
改
め
る
｡

様
式
第
19号
の
９
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

様
式
第
１
９
号
の
９
(第
30条
の
３
関
係
)

記
入
上
の
注
意

１
黒
又
は
青
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
､
明
瞭
に
楷
書
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
変
更
事
項
の
欄
は
､
変
更
し
た
事
項
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

３
ふ
り
が
な
の
欄
は
､
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

様
式
第
19号
の
９
の
次
に
次
の
２
様
式
を
加
え
る
｡

様
式
第
１
９
号
の
１
０
(第
30条
の
３
関
係
)
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私
は
､
亡
失
し
た
運
転
経
歴
証
明
書
を
発
見
し
た
際
は
､
必
ず
返
納
し
ま
す
｡

氏
名

印

亡失・汚損時の状況 申請者

届
出

状
況

場
所

日
時

変
更
が
あ

る
場
合

連
絡
先

住
所

生
年
月
日

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

有
・
無年

月
日
(

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
)

□
経
歴
証
明
書
だ
け
な
く
し
た
｡

□
経
歴
証
明
書
を
財
布
・
バ
ッ
グ
・
そ
の
他
(

)
ご
と
な
く
し
た
｡

□
ゴ
ミ
､
新
聞
紙
な
ど
と
一
緒
に
捨
て
た
｡

□
家
の
中
で
な
く
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
｡

□
誤
っ
て
裁
断
し
て
し
ま
っ
た
｡

□
写
真
が
不
鮮
明
｡

□
置
引
き
・
盗
難
に
あ
っ
た
｡

□
そ
の
他
(

)

年
月

日
時
頃
～

年
月

日
時
頃

旧
住
所

旧
氏
名

(
)

福
島
県

大
正
・
昭
和
・
平
成

年
月

日

(氏
)

(名
)

男女 性
別

写
真

備
考

返
納
す
る
理
由

返納する証明書

運
転
経
歴
証
明
書
返
納
届

年
月

日
福
島
県
公
安
委
員
会

届
出
者
氏
名

証
明
書
番
号

交
付
公
安
委
員
会

交
付

住
所

生
年
月
日

氏
名

１
運
転
免
許
の
取
得

２
亡
失
運
転
経
歴
証
明
書
の
発
見
又
は
回
復

３
そ
の
他
(

)

公
安
委
員
会

年
月

日
－

年
月

日

記
入
上
の
注
意

１
黒
又
は
青
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
､
明
瞭
に
楷
書
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
写
真
は
､
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
､
正
面
､
上
三
分
身
､
無
背
景
の
縦
の
長

さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
し
､
そ
の
裏
面
に
氏

名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

３
亡
失
・
汚
損
時
の
状
況
の
欄
は
､
該
当
す
る
項
目
に
レ
点
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
｡

※
福
島
県
収
入
証
紙
に
つ
い
て
は
､
裏
面
に
貼
付
す
る
こ
と
｡

様
式
第
１
９
号
の
１
１
(第
30条
の
３
関
係
)

記
入
上
の
注
意

１
黒
又
は
青
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
､
明
瞭
に
楷
書
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
返
納
す
る
理
由
の
欄
は
､
該
当
す
る
項
目
を
丸
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
｡
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【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています｡

附
則

こ
の
規
則
は
､
平
成
24年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
､
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
｡

�
第
５
条
､
第
11条
及
び
第
13条
の
改
正
規
定
公
布
の
日

�
別
表
第
３
高
速
自
動
車
国
道
常
磐
自
動
車
道
の
項
の
改
正
規
定
平
成
24年
４
月
８
日

�
第
35条
の
改
正
規
定
平
成
24年
７
月
９
日

(交
通
企
画
課
)
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